
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2012

11月28日㈬、2012国際協同組合年を記念して神戸国際会議場において「アジア太平洋協同組合フォーラム」が開催さ
れ18ヵ国から約500人が参加。「災害時における協同組合の役割」をテーマに、さらなる協同組合の連携を確認しました

（開会式で挨拶される兵庫県知事 井戸敏三氏）。
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賀川　督明
（かがわ・とくあき）

賀川記念館館長
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11月 8 日㈭、「保健・医療・福祉研究会」の施設見学研修として、福井県民生活協同組合（福井県
福井市・坂井市）を訪問しました。

90年度より発足した「保健・医療・福祉研究会」では、生協におけ
る介護事業についての学習や情報交換を重ねています。今回の見学研
修では、サービス付き高齢者向け住宅「江守きらめき」（福井市）と、
グループホーム＆小規模多機能型居宅介護施設「坂井きらめき」（坂
井市）の見学を中心に、今後の事業展開の参考にさせていただくこと
を目的に、「保健・医療・福祉研究会」メンバー 5 名と会員生協から
3 名、事務局 3 名を合わせて11名が参加しました。

当日は、福祉事業部 蓬莱谷次長、羽入統括施設長、橋谷統括施設
長はじめ各事業所のみなさまにご案内いただきました。

福井県民生協の移動店舗「ハーツ便」や夕食宅配、近隣店舗へのお
買いものバスなどの高齢者福祉をはじめ、利用者の家族の交流を深め
る取り組み、組合員へのきめ細やかなサポート体制に感銘を受けました。

参加者からは、「事業と福祉の連携がこれほどしっかりされている
ことに驚きました」「スタッフの方が
生きいきとされている印象。いい環境
が整えばスタッフも生きいきと働ける
のでしょうか。とくに男性スタッフの
方の姿に、私も力強く思いました」「地

域の中にありながら、福祉は地域と別空間に
なりがちだが、県民生協さんは、地域の中に
溶け込んでいる感じです」
「さまざまな取り組みが、総合的に組合員の

ニーズに合っているのだと思いました」など
の意見が寄せられました。

保健・医療・福祉研究会 施設見学研修を開催
〜あなたらしさ、いつまでも〜を実現できる介護サービス

サービス付き高齢者向け住宅「江守きらめき」

ゆったりとした食堂（江守きらめき）

施設についての説明を受ける参加者
（江守きらめき）

浴室椅子の底まで洗います
（江守きらめき）

ペットボトルを再利用して歯ブラシ
を整理（坂井きらめき）

ホームでのスケジュール（江守きらめき）

木の温かみでくつろぐデイサービス施
設（坂井きらめき）

グループホーム＆小規模多機能型居宅介護、
デイサービス＆認知症対応型デイサービス

「坂井きらめき」
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「2012年度 兵庫県生協連 共済生協部会 研修会」開催報告
「改正生協法による運営の留意点」をテーマに研修会を開催しました。

〜ひょうご安全の日のつどい〜

1.17ひょうごメモリアルウォーク2013
〜東日本大震災被災地の復興を応援します〜

「2012年度 兵庫県生協連 医療生協部会 研修会」開催報告
「兵庫県保健医療計画」「東日本大震災における DMAT 及び医療救護班の派遣について」

をテーマに研修会を開催

11月6日㈫、15時30分から兵庫県民会館において「兵庫県保健医療
計画」、「東日本大震災における DMAT 及び医療救護班の派遣について」
をテーマに、「医療生協部会研修会」を開催しました。この研修会は、医
療生協が、2008年より施行・実施された後期高齢者医療制度や特定健診・
特定保健指導などに対応しながら、地域の組合員の健康とくらしに役立
つ医療と介護事業をすすめるなか、改めて兵庫県の医療行政の取り組み
についてお話を聞かせていただく機会を設けることを目的に企画したも
ので、当日は医療生協の役職員18名が参加しました。

研修会は、兵庫県健康福祉部健康局医務課 主幹 田中 克明氏を講師に、「兵庫
県保健医療計画」「医師確保の取り組み」「医療提供体制の整備」、また「東日本
大震災における兵庫 DMAT 及び医療救護班の派遣について」など、兵庫県の医
療行政の取り組みを中心に分かりやすくお話をいただきました。

参加者からは「兵庫県の医療行政の概要がよくわかった」「DMAT について、
詳しく聞くことができてよかった」「医療支援のお話は共感できた」「改めて医師

養成の大変さがわかった」などの感想が寄せられました。この度の研修会は、兵庫県の医療行政、兵庫
DMAT 及び医療救護班について体系的にお聴きする機会が得られ、たいへん有意義な研修会となりました。

11月14日㈬ 15時から兵庫県民会館において「改正生協法による運営の留意点〜共済事業を中心に〜」をテーマ
に「共済生協部会研修会」を開催。共済生協の役職員16名が参加しました。

研修会は、兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課 課長補佐兼消費生活係長 星野 美佳氏を講師に「生協法改正の
趣旨」「契約者保護」「共済募集」などについて、分かりやすくお話をいただきました。

参加者からは「保険と共済の違いを、自らが意識する視点を大切にしたい」「生協法改正の厚労省の基本スタンス
の説明がシンプルでわかりやすかった」「わからない点については、直接お尋ねすることができてよかった」などの
感想が寄せられました。この研修会では、保険法の施行や兼業禁止など、共済事業を取り巻く環境が厳しさを増すな
かで、自信を持って事業推進していけるよう、改めて「共済とは何なのか」「保険との違いは何なのか」を考える機
会となりました。

震災時を思い起こしながら、緊急時の避難路、
救援路を歩き、防災意識を新たにするとともに、
ゴールとなる HAT 神戸・なぎさ公園で開催
される「1.17のつどい」に参加しませんか。

開催日：2013年1月17日㈭
参加費：無料（事前申込要）

●事前参加申し込み・お問い合わせ
ひょうご安全の日推進県民会議 事務局
〒650-8567　神戸市中央区下山手通5-10-1

（兵庫県復興支援課内）
TEL：078-362-9984
FAX：078-362-4459、9876 主催：ひょうご安全の日推進県民会議

コース名 スタート会場 スタート時間

東15km コース 西宮市役所（西宮市六湛寺町） 午前  8：00

東10km コース 芦屋市川西運動場（芦屋市川西町） 午前  8：30

東  2km コース 王子公園（神戸市灘区） 午前11：00

西15km コース 須磨海浜公園（神戸市須磨区） 午前  8：00

西10km コース 県立文化体育館（神戸市長田区） 午前  8：30

西  5km コース 神戸市立中央体育館（神戸市中央区） 午前10：00
このほか、事業所・学校などの単位で、災害時帰宅困難者の徒歩帰宅訓練を目的
として実施する「帰宅訓練ウォーク」コースもあります。

兵庫県健康福祉部健康局
医務課 主幹　田中克明氏

阪神・淡路大震災18周年

●●●ウォークコース●●●
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2012年度 兵庫県生協連・役職員体育大会で交流

予選として予定されていた10月28日㈰が、あ
いにくの雨となったため、今年度の会員生協役職
員体育大会・軟式野球大会は薬業鳴尾浜スポーツ
センター野球場（西宮）にて、11月4日㈰の一日のみ
を交流戦として実施しました。コープこうべ、生活ク
ラブ都市生活、コープ自然派事業連合、神戸医療生協、
近畿労働金庫、JA全農兵庫の8チームから約130人が
参加し、会員生協役職員の交流を深めました。

11月17日㈯午後3時から神戸ボ
ウリング倶楽部で「会員生協役職
員体育大会・ボウリング大会」を
開催。今年は9チーム・35名が集
いました。まず、兵庫県生協連・三宅専務理事の始球
式で大会がスタート。開始前から並んだお目当ての賞
品を目指して真剣に投げ込む姿や、歓声やハイタッチ
で盛り上がりながら交流を深めました。

2ゲーム終了後の合計点（女性はハンデ40点）によ
り表彰式を行いました。見事、団体優勝を飾ったのは、
3連覇となる尼崎医療生協チーム。また個人優勝は、
野本滋巳さん（尼崎医療生協）が受賞しました。

軟式野球大会

ボウリング大会

◆2012年度 兵庫県生協連 軟式野球大会（交流会） 結果◆

◆2012年度 兵庫県生協連 ボウリング大会 結果◆

●第1試合
コープこうべ KC 垂水 18
近畿労働金庫 8

●個人表彰
生協名 氏　名

優　勝 尼崎医療生協 野本　滋巳
準優勝 生活クラブ都市生活 矢野　好宏
3位 尼崎医療生協 兵頭　賢一

ベストドレッサー賞 JA全農兵庫 神戸プレジール 藤原　功雄
コープこうべ　広報室 高橋安結子

4位 神戸市民生協 松下　智博
5位 西宮市職員生協 小林　謙三

ラッキーセブン賞 神戸市民生協 池田　知之
10位 生活クラブ都市生活 中谷　忠弘
20位 コープこうべ　コープ山手 岡本　拓也
30位 コープこうべ　広報室 榊原　晶子

ブービー賞 コープこうべ　コープ山手 久保　　修
がんばりま賞 JA全農兵庫 神戸プレジール 川上恵美理

●団体表彰
生協名

優　勝 尼崎医療生協
準優勝 生活クラブ都市生活
第3位 神戸市民生協

がんばりま賞 JA全農兵庫 神戸プレジール

●第3試合
生活クラブ都市生活 3
コープこうべ KC 須磨 2

●第2試合
コープ自然派事業連合 4
神戸医療生協 5

●第4試合
JA 全農兵庫 4
コープこうべ 本部 6

2013年度 兵庫県生協連
第 8 回 新春トップセミナーのご案内

■開催日時：2013年 1月5日（土）14時〜17時
■スケジュール：
　

▲

14時〜15時15分
　　記念講演会（トップセミナー）　県民会館10階「福」
　

▲

15時30分〜17時
　　賀詞交換会 県民会館　7階「鶴」
■参加対象：会員生協理事長、常勤（非常勤）理事、
　　　　　　職員、兵庫県生協連 理事・監事
■定　　員：80名
■参 加 費：お一人　3,000円

記念講演：

『孤立を生まない地域・
　　わがまちをめざして』
講　師：厚生労働省 介護保険指導室 室長

　　　　　　　　千田 透氏
参加申込み・お問い合せ：
兵庫県生協連　TEL 078-391-8634

センター野球場（西宮）にて、11月4日㈰の一日のみ
白熱した攻防が
繰り広げられました
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「
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
、10
月
21
日
、神
戸
サ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
に
て
「
生
協
祭　

あ
い
た
く
て
都

市
生
活
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
生

活
ク
ラ
ブ
全
体
で
行
っ
て
い
る
35
万
人
の

消
費
材
ア
ク
シ
ョ
ン
「
み
ん
な
で
い
た
だ

き
ま
す
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
中
で
も

あ
り
、
生
産
者
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
試

食
を
し
て
消
費
材
の
利
用
の
意
味
を
確
か

め
る「
会
い
た
い
聞
き
た
い
食
べ
タ
イ
ム
」

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
み
ん
な

で
い
た
だ
き
ま
す
」集
会
を
開
き
ま
し
た
。

集
会
で
は
生
産
者
か
ら
「
組
合
員
に
は

食
べ
続
け
る

責
任
、
生
産

者
に
は
そ
れ

に
応
え
て
作

り
続
け
る
責

任
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は

ア
ク
シ
ョ
ン

が
終
わ
っ
た

時
点
が
ス

タ
ー
ト
で
、

活
動
し
て
い

る
組
合
員
だ
け
で
は
な
く
、
食
べ
て
い
る

組
合
員
す
べ
て
の
協
力
が
な
い
と
続
け
て

い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。」
と
重
い
締

め
く
く
り
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
生
産

者
と
組
合
員
・
職
員
が
一
同
に
会
し
て
、

私
た
ち
が
消
費
材
を
利
用
す
る
意
味
を
確

か
め
、
仲
間
を
増
や
し
、
生
活
ク
ラ
ブ
の

暮
ら
し
を
広
げ
る
た
め
の
「
み
ん
な
で
い

た
だ
き
ま
す
」
を
確
認
し
ま
し
た
。
私
達

は
「
カ
タ
ロ
グ
は
情
報
の
宝
庫
」
を
合
言

葉
に
、
ず
っ
と
利
用
し
続
け
る
組
合
員
を

増
や
し
、
食
も
環
境
も
安
全
で
安
心
で
き

る
社
会
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。（

通
信
員
　
紺
本
　
直
）

第15回 監事研修会を開催
兵庫県・兵庫県生協連 共催

11月7日㈬、午後2時30分から兵庫県民会館において
兵庫県・兵庫県生協連共催による2012年度 監事研修会
を開催しました。この研修会は、生協運営の健全な発展
に果たすべき監事の役割と監査の実務のあり方を学び、
今後とも、健全な生協運営を実施していただく一助にと
計画したもので、今年で15回目の開催になります。当日は、
33名が参加しました。

兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課 課長補佐兼消費生活係長 星野美佳氏より、「生協法の改正と
監事の役割」「監事の主な業務、権限、法的責任」「指導検査で見受けられる問題点、消費生活協同組合
における法令遵守態勢の確立」について講演をいただきました。

次に「決算書の見方と勘定科目監査のポイント」と題して、公認会計士・税理士（兵
庫県生協専門検査員）・今岡 重貴氏より「決算書の見方、分析の方法」「勘定科目監
査のポイント」について、監査上の主要なポイントをご講演いただきました。

参加した役職員・監事からは、「基本的な内容であり、県下生協の多くの監事の参
加が望ましい」「兵庫県と兵協連の共催で、このような地域に密着した研修が継続し
ていることは良い」「内部の研修資料として、そのまま使える資料をいただいた」「監
査のポイントを理解するためには最低限の会計知識が必要であると感じた」などの
感想が寄せられ、監事・監査に対する関心の高さが感じられました。

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

今
年
の
生
協
祭
は
、み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す
！

パネルディスカッション「みんなでい
ただきます」集会

公認会計士・税理士
（兵庫県生協専門検査員）

今岡重貴氏

「会いたい聞きたい食べタイム」では皆
さん熱心に生産者の話を聞いていました

今年のオープニングは「みんなでいただきます！」でした
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10
月
16
日
㈫
か
ら
18
日
㈭
ま
で
西
宮
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
そ
れ
ぞ
れ
で
生
協
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。西

宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
生

会
館
前
の
広
場
に
テ
ン
ト
を
建
て
、
古
本

市
、
自
転
車
無
料
点
検
、
ド
ラ
イ
ヴ
ィ
ン

グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど
の
企
画
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
学
生
団
体
の
参
加
も
昨
年
の
4
組

か
ら
6
組
に
増
え
、
普
段
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
宮
市
職
員

生
協
様
に
も
バ
ザ
ー
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
生
協
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
2
日
目
、
3
日
目
は
雨
模
様
で
生

憎
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
3
日
間
を

通
し
て
多
く
の
組
合
員
さ
ん
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

学
生
会
館
内
で
は
、
宝
塚
医
療
生
協
様

に
よ
る
骨
密
度
・
血
圧
・
体
組
成
測
定
、

大
学
保
健
館
様
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ

チ
テ
ス
ト
・
ス
モ
ー
カ
ラ
イ
ザ
ー
・
胸
骨

圧
迫
法
体
験
、
栄
養
士
さ
ん
に
よ
る
食
生

活
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
10
月
21
日
㈰
午
後
か
ら
は
生
協

祭
特
別
企
画
と
し
て
、「
武
器
と
し
て
の

決
断
思
考
」
な
ど
の
著
書
で
有
名
な
瀧
本

哲
史
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
、
こ
ち
ら
も

盛
況
で
し
た
。

一
方
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

生
協
祭
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
焼
き
た
て
パ
ン

や
サ
ラ
ダ
バ
ー
1
g
1
円
バ
イ
キ
ン
グ
を

提
供
し
て
、
組
合
員
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
池
上
正
寿
）

10
月
19
日
、
25
日
、
11
月
1
日
の
3
日

間
に
渡
り
、
甲
南
女
子
大
学
の
学
生
寮
に

住
む
寮
生
を
対
象
に
、
消
費
者
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
清
光
会
（
自
治
会
）
会
長
や
寮

長
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
委
員
会
も
事
前
に
学
習
会
を
行

い
、
学
生
自
身
が
講
師
と
な
っ
て
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
さ
ま
ざ
ま
な
詐
欺
が

存
在
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

1
回
30
分
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
寮
生

へ
の
注
意
喚
起

と
、「
よ
り
楽

し
く
、
安
全
に

大
学
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

30
分
の
セ
ミ
ナ
ー
を
3
日
間
で
6
回
行

い
、
述
べ
人
数
で
は
約
1
2
0
名
の
寮
生

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
言
葉
は

知
っ
て
い
て
も
そ
の
方
法
は
知
ら
な
い
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
て
い
て
も
仕

組
み
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
な
ど
の
声
も

あ
っ
た
の
で
、
少
し
で
も
学
生
の
「
知
っ

て
よ
か
っ
た
」
に
繋
が
っ
て
い
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
社
会
に

出
る
準
備
を
す
る
大
学
生
と
い
う
こ
の
期

間
に
こ
そ
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
普
段

の
生
活
に
目
を
向
け
る
機
会
を
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
寮
生
を
対
象
に
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
も
学
生
自
身
が
発
信
者
と
な
っ

て
よ
り
多
く
の
学
生
に
情
報
提
案
し
て
い

け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。�

（
通
信
員
　
塩
田
恵
美
）

甲
南
女
子
大
学
生
活
協
同
組
合

ダ
マ
さ
れ
な
い
チ
カ
ラ

　

養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
！

関
西
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合

生
協
祭
を
開
催
し
ま
し
た
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10
月
26
日
㈮
に
、
北
野
異
人
館
の
風
見

鶏
の
館
に
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
風
見
鶏
の
館
が
ド
イ
ツ
人
貿
易
商

ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
ト
・
ト
ー
マ
ス
氏
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
縁
深
い
館
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
方
々
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
3
年
前
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

今
回
は
「
祝
祭
都
市
ロ
ン
ド
ン
―
エ
リ

ザ
ベ
ス
朝
の
宮
廷
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
立
命
館
大
学
の

竹
村
は
る
み
准
教
授
に
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
4
0
0
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

カ
リ
ス
マ
的
な
人
気
を
博
し
た
エ
リ
ザ
ベ

ス
一
世
の
た
め
に
、
パ
レ
ー
ド
や
馬
上
槍

試
合
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
貴
族
だ
け
の
楽
し
み
で
は
な

く
、
一
般
の
市
民
も
楽
し
ん
で
い
た
の
だ

と
、
当
時
の
絵
図
な
ど
を
使
っ
て
わ
か
り

や
す
く
ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
大
変
興

味
深
い
内
容
で
、
も
っ
と
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」「
風
見
鶏
の
館
を
保
存
と

共
に
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
て
、
建
物
の

為
に
も
大
変
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
」
な

ど
好
評
を
博
す
る
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
ふ
さ
わ
し
い
、
華
や
か
な
お
話
で
し
た
。

（
通
信
員
　
鹿
田
裕
子
）

10
月
28
日
㈰
尼
崎
市
役
所
隣
の
橘
公
園

に
て
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
・
健
康

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
、
午

前
中
は
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
昼
か

ら
雨
も
上
が
り
、
2
0
0
0
人
を
超
え
る

人
が
「
ま
つ
り
」
に
集
ま
り
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
、
模
擬
店
、
展
示
パ
ネ
ル
と
、
こ

の
間
の
尼
崎
医
療
生
協
が
取
り
組
ん
で
き

た
宮
城
県
山
元
町
へ
の
支
援
活
動
の
様
子

を
伝
え
、
引
き
続
き
支
援
活
動
を
訴
え
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

み
や
ぎ
県
南
医
療
生
協
か
ら
お
二
人
が
見

え
ま
し
た
。「
い
つ
も
尼
崎
医
療

生
協
病
院
の
車
が
来
て
く
れ
て
、

あ
の
車
が
来
る
と
、
み
ん
な
家
か

ら
出
て
そ
ば
に
行
き
た
く
な
っ
た

り
、
拝
み
た
く
な
る
気
持
ち
に
も

な
る
」
な
ど
の
お
話
し
も
あ
り
ま

し
た
。
現
地
で
は
医
療
生
協
の
班

も
結
成
さ
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
活
動
と

し
て
支
援
者
も
被
災
者
も
実
感
す

る
「
ま
つ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

広
告
や
模
擬
店
等
の
収
益
は
す
べ

て
今
後
引
き
続
き
行
わ
れ
る
支
援

活
動
費
用
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
さ
ら
に
つ
な
が
り
を
強
固

な
も
の
と
な
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

（
通
信
員
　
杉
山
貴
士
）

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

風
見
鶏
の
館
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た

尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
・
健
康
ま
つ
り
を
開
催

熱心に聴き入る参加者の方々
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JA グループ兵庫Ｊ
Ａ（財）兵庫県水産振興基金Ｊ

Ｆ

姫路城を刈り取ろう
「ひめじ田宴アート」収穫祭

かいぼり作業に汗を流す
〜漁業者ら約80人が参加〜

田んぼをキャンバスに見立て、色とりどりの稲
で姫路城を描く「ひめじ田宴アート」の収穫祭が
10月20日、姫路市夢前町玉田の圃場（約1.6ヘク
タール）で開かれ、親子連れや学生ら約500人が
参加しました。
「平成の大修理」で外観が覆われた姫路城に代

わって観光と農業を活性化させようと、JA 兵庫
西や地元の企業団体からなる実行委員会が2008年
から立ち上げ、5 年目の今年が最終年になります。

収穫祭の抜穂式では、JA 兵庫西入組 2 年目の
職員10人が御刈女に扮し、神田から稲穂を刈り
取って神棚に供えました。そして、市村幸太郎代
表理事組合長のあいさつのあと、白稲や紫稲計 6
品種約25万株の一部を、農業体験学習として家族
連れや学生らが鎌で刈り取りました。また、JA
職員による餅つきや、隣接する圃場から収穫して
きたばかりの枝豆をゆがいて振る舞い、来場者た
ちの舌を楽しませました。

今年で区切りの最終年ですが、「めちゃくちゃ
楽しかった。続けて欲しい」と惜しむ声が上がっ
ています。

JF 森（森 義政組合長）と
JF 仮屋（岡田光司組合長）が
農業者と協働し、平成20年度
からはじめている“かいぼり”。
ため池の栄養を海へ流すこと
はもちろん、貯水量増加や堰
堤のメンテナンスも行え、農

業や防災面での効果も注目されています。
5 年目を迎えたこの取り組み、今年は10月29日㈪に

淡路市内の一谷池で行われ、JF 森・仮屋の漁業者や
地元農業者など約80人が集まりました。16年ぶりにか
いぼりが行われることとなったこの池には沢山の魚の
ほか、タニシやシジミなど貝類も生息しており、豊か
な生態系が形づくられていました。作業はまず、池に
残っている魚を獲って別の場所に放す作業から行われ
ました。漁業者が網を入れ引き上げると、多数のコイ・
フナが揚がり、参加者は次々と魚の入ったカゴを水槽
へと運んでいきました。

次に、底に溜まった泥をポンプの水で洗い流し、残っ
たものも手作業で流しました。この手作業は、参加者
が膝上まである泥のなかに入って行うきついものでし
たが、参加者は時間一杯まで作業に汗を流していました。

この“かいぼり”の取り組みは、近年、淡路島内で
も実施される地区が広がりをみせるなか、11月11日㈰
に淡路市の河内ダムに
てイベントを開催、12
月 1 日㈯には「淡路た
め池・里海交流フォー
ラム2012」と題し、同
じようにかいぼりに取
り組む明石地区や、テ
レビでお馴染みのさか
なクンを招いたパネル
ディスカッション、特
別講演が行われ、今後、
さらなる展開への期待
が高まっています。

JA 兵庫西の女性職員による「抜穂式」

丁寧に手作業で泥を流す漁業者の
皆さん

豊かな海への願いを込めて……
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最近の消費生活相談事例

会場に人を集め、日用品を
ただ同然で配り雰囲気を盛り上げ、
高額な商品を契約させるSF（催眠）
商法の被害が相次いでいます

事　例

「景品プレゼント」と誘われ会場に出向いた。「この商品欲しい人」
と言われ、手を挙げると日用品等を無料で何点かもらった。最後に
高額な商品が取り出され、それももらえると思い、手を挙げたが無
料ではなかった。しつこく勧誘され、断りきれず買ってしまったが、
解約したい。

【アドバイス】

このような商法をSF（催眠）商法といいます。まず「景品プレゼント」などのチラ

シを配り、閉鎖的な会場に人を集めます。その後、事業者の巧みなトーク等の演出、

サクラ（事業者が準備した来場者に扮した人）の配置、手を挙げた人に日用品等を次々

配るなどして会場内を盛り上げて、「もらわないと損」「買わないと損」というような

雰囲気にします。来場者は、催眠状態に陥り、冷静な判断を失い、最終的に高額な商

品を売りつけられます。特に高齢者の被害が目立ちます。

意に反して商品を購入した場合は、契約書面を受け取った日を含む 8 日以内であれ

ばクーリング・オフをすることができます。

クーリング・オフ期間が過ぎていても、契約の際に、事業者が事実と異なることを

告げたり、不利益になることを告げなかった場合、また、消費者が帰りたいという意

思表示をしているのに、帰らせず契約させられた場合についても、消費者契約法に基

づき契約を取消すことが可能です。

常設の店舗ではないため、事業者の所在が分からなくなることもあります。「おか

しいな」「困ったな」と思ったら、早めに最寄りの消費生活センターへ相談しましょう。

うまい話につられて会場へ行かないようにしましょう。

（兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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第8回「初級経理学校」のご案内

第11回「税務・経理講習会」のご案内

経理担当者の初歩からの人材育成をめざして、生協簿記の基礎知識から決算関係
書類作成までをていねいに指導します。
日　程：1月17日㈭、18日㈮、22日㈫、23日㈬、24日㈭
会　場：兵庫県民会館　　受講料：お一人　2万円
講　師：三宅 充氏（MMコンサルティング代表）
カリキュラム （1）生協簿記の基礎知識 ＊講義・演習・練習の繰返し　（2）取引と仕訳　　（3）主な勘定科目の説明
 （4）決算手続き・試算表の作成・精算表の作成　（5）貸借対照表と損益計算書・剰余金処分案の作成

税務経理の諸問題等についての合同の講習会とクラス別の講習で、生協の税務と
経理の実務について学びます。
日　時：1日目：2月19日㈫ 9時30分～17時、2日目：2月20日㈬ 9時30分～17時
会　場：兵庫県民会館　　受講料：会員生協：無料／関連子会社：お一人　5,000円
　　　　＊ただし、昼食代・テキスト代は実費を徴収します。
講　師：江藤 俊哉氏（日生協会員支援本部）、三宅 充氏（MMコンサルティング代表）
　　　　宮田 正樹氏（西宮市職員生活協同組合 統括部長）、山下 信孝氏（生活協同組合コープこうべ 経理部統括）
クラス別講習内容

（1）初級クラス（定員20名）
　・内容：①税務・経理・財務管理の基本　②簡単な設例に基づく税務申告書の書き方の手ほどき。

（2）中上級・関連子会社（株式会社）クラス（定員20名）
　・内容：①設例に基づく法人税申告書の作成（演習含む）　②上級者用設例による解説

《2012年12月5日㈬》
◦13：20～14：50　「明日を拓く協同組合、国際協同組合年に若者に期待すること」
　講師：野尻武敏氏 （神戸大学名誉教授・コープこうべ協同学苑長）
◦15：10～16：40　「地域生協が地域社会づくりに果たす役割」
　講師：本田英一氏 （兵庫県生協連合会会長理事・コープこうべ組合長理事）
《2013年1月23日㈬》
◦13：20～14：50　「日本の生協の2020年ビジョンと今後の展望」
　講師：浅田克己氏 （日本生活協同組合連合会会長理事）
◦15：10～16：40　「ICAを中心とした協同組合のグローバル活動」
　講師：天野晴元氏 （日本生活協同組合連合会国際部部長）

会場：神戸大学 出光佐三記念六甲台講堂
（阪急・JR・阪神から神戸市バス36系統
「鶴甲団地」行き乗車「神大正門前」下車）

主催：神戸大学大学院経済学部研究科
寄付：全国大学生活協同組合連合会／
　　 大学生協 大阪・兵庫・和歌山ブロック
お問い合わせ：
全国大学生活協同組合連合会
大阪・兵庫・和歌山ブロック
TEL. 078-262-5700

「2012国際協同組合年事業」として、全国223
大学生協でつくる全国大学生協連の寄付による

「協同組合論」講座を神戸大学創立110周年記念
事業として一般公開いたします。多くの方のご参
加をお待ちしております。 2012国際協同組合年事業

大学生協寄付講座
神戸大学創立110周年
記念事業　公開講座

経理の重要性が増すなか、兵庫県生協連では「初級経理学校」「税務・経理講習会」を
独自で開催しています。2013年開催の日程が決まりましたので、ご案内いたします。

参加申込み・お問い合せ：兵庫県生協連　TEL. 078-391-8634

2012国際協同組合年事業

大学生協寄付公開講座
「協同組合論」〜協同組合のアイデンティティと役割〜
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